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債務者区分・信用格付に応じた
支援の進め方と引当の考え方

方
観
光
都
市
に
あ
る
老
舗
旅

館
Ａ
社
は
、
自
行
メ
イ
ン
先

地である
。
当
地
域
は
年
々
観
光
客
が

増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

Ａ
社
の
売
上
高
は
毎
年
１
０
０
０
万

円
も
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。

売
上
減
少
は
利
益
減
少
に
直
結
し

て
お
り
、
今
期
は
た
ま
た
ま
保
険
金

１
０
０
０
万
円
の
入
金
が
あ
っ
た
こ

と
で
何
と
か
黒
字
を
計
上
で
き
た
状

況
だ
。
こ
れ
を
受
け
、
正
常
先
で
は

あ
る
も
の
の
下
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
広広
報
や

改
修
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
有有
効

業
界
動
向
と
し
て
、
訪
日
外
国
人

（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
の
増
加
は
地
方

に
も
波
及
し
て
お
り
、
宿
泊
需
要
は

活
発
で
あ
る
。
一
方
で
、
民
泊
・
簡

易
宿
泊
所
に
と
ど
ま
ら
ず
都
市
型
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
増
加
が
顕
著
で
あ

り
、
経
営
環
境
と
し
て
は
競
争
激
化

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

Ａ
社
は
客
室
に
仲
居
が
入
る
よ
う

な
古
風
な
ス
タ
イ
ル
だ
が
、
旅
行
の

個
人
化
・
小
グ
ル
ー
プ
化
が
進
む
中

で
こ
う
し
た
旅
館
は
敬
遠
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
ま
た
、
建
物
が
古
く
水
ま
わ

こんな支援をんな支援
検討しよう討しよ

設
備
改
修
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
を
支
援
し

正
常
先
と
は
別
枠
で
の
引
当
も
検
討

　債務者区分に応じた支援内容や引当の考え方と、
融資を検討する際の稟議書の書き方を紹介する。

業界の競争激化で売上減少に悩む
長年メイン先の老舗旅館業

正常先下位

●A社の決算内容
前々期 前期 今期

売上高 170 160 150
売上原価 20 19 18
売上総利益 150 141 132
販売管理費 130 128 126
営業利益 20 13 6
営業外利益 － － 10
営業外費用 1 1 1
経常利益 19 12 15
税引前当期利益 19 12 15
法人税等 6 4 5
当期利益 13 8 10

業
　

（単位：百万円）

黒木正人 飛驒信用組合理事長
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Part 2 徹底解説！ いま取引先支援はこう進める

に
つ
い
て
も
、「
伝
統
的
な
旅
館
な

ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
外
国
人
に

と
っ
て
魅
力
的
な
日
本
の
文
化
」
に

映
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

は
逆
に
そ
れ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う

勧
め
た
い
。
資
金
需
要
と
し
て
は
、

や
は
り
水
ま
わ
り
の
設
備
の
改
修
に

ニ
ー
ズ
が
見
込
ま
れ
る
。

旅
館
・
ホ
テ
ル
は
装
置
産
業
で
、

開
業
時
に
多
額
の
設
備
資
金
を
借
り

入
れ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
よ
る

長
期
返
済
を
行
う
。
そ
し
て
宿
泊
者

の
需
要
に
応
じ
、
設
備
改
修
を
行
っ

て
い
く
形
が
一
般
的
で
あ
る
。

宿
泊
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
改
修

と
し
て
は
、
家
族
風
呂
・
部
屋
風

呂
・
貸
切
風
呂
の
設
置
、
部
屋
食
・

食
事
処
の
両
方
に
対
応
す
る
た
め
の

改
修
が
考
え
ら
れ
る
。
既
存
融
資
の

返
済
状
況
も
踏
ま
え
、
こ
う
し
た
設

備
改
修
の
提
案
か
ら
新
た
な
資
金
需

要
を
喚
起
し
よ
う
。

ま
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊
客
が
多

い
場
合
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決

済
の
換
金
期
間
に
対
応
す
る
つ
な
ぎ

資
金
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し

て
は
、
短
期
継
続
融
資
で
の
対
応
を

検
討
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

正
常
先
下
位
群
の
実
態
にに
則
し

引
当
を
検
討
す
る
余
地
もも

９
月
に
金
融
庁
か
ら
公
表
さ
れ
た

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー

（
以
下
、
Ｄ
Ｐ
）
で
は
、
あ
る
正
常

先
に
つ
い
て
、
他
の
正
常
先
と
ひ
と

括
り
に
一
律
の
引
当
率
で
貸
倒
引
当

金
を
算
出
し
な
く
て
も
よ
い
―
―
と

い
う
考
え
方
も
示
さ
れ
た
。

Ｄ
Ｐ
で
は
、
例
え
ば
正
常
先
下
位

に
対
し
て
は
、「
正
常
先
全
体
の
貸

倒
実
績
率
で
は
な
く
、
当
該
下
位
格

付
の
貸
倒
実
績
率
を
算
出
し
て
債
権

残
高
に
乗
じ
る
等
、
当
該
グ
ル
ー
プ

の
実
態
に
即
し
た
引
当
率
を
採
用
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
よ

う
に
、
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
考
え
方
に

よ
る
引
当
も
提
案
し
て
い
る
。

格
付
下
位
の
正
常
先
グ
ル
ー
プ
で

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
組
み
、
独
自
の

引
当
率
で
将
来
の
リ
ス
ク
に
対
応
す

る
と
い
う
考
え
方
が
、
今
後
は
一
般

的
に
な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。

り
の
設
備
（
ト
イ
レ
・
風
呂
）
が
老

朽
化
し
て
い
る
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
要

素
も
あ
る
。
こ
う
し
た
ト
レ
ン
ド
や

設
備
面
へ
の
対
応
が
急
務
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
獲
得
に

は
、
施
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、

ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
予
約
へ
の
誘
導
と

い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
重
要
と
な

る
。
客
室
に
仲
居
が
入
る
ス
タ
イ
ル

▼稟議書の所見欄はこのように書いてみよう

・A社は、当地域の観光客が増加しているのに対し、年々

売上高が減少している。これらは民泊・簡易宿泊所の増

加、都市型ビジネスホテルの進出の影響を受けていること

も１つの要因ではあるが、設備の老朽化により宿泊者ニー

ズを逃していることが主因である。

・今般、売上・利益の向上を目指した水まわりの設備投資

を支援したい。本件投資により、売上減少に歯止めがかか

り、そこから生み出す利益により、返済財源も十分確保で

きる。

・また融資支援だけでなく、ホームページの充実、インタ

ーネット・スマホ予約への誘導、ネットエージェントへの

登録・対応などの本業支援も併せて行い、ハンズオン支援

を充実させることで、地域の老舗旅館を守りたい。


